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広
津
和
郎
「
悔
」
論

―
志
賀
直
哉
受
容
を
中
心
に

―

尹

美
羅

は
じ
め
に

作
家
広
津
和
郎
の
出
発
点
と
し
て
、
明
治
四
五
年
九
月
創
刊
の
同
人

雑
誌
『
奇
蹟
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
広
津
は
、
同
じ
く
『
奇
蹟
』
の
同
人

で
あ
る
舟
木
重
雄
、
相
馬
泰
三
、
葛
西
善
蔵
ら
と
と
も
に
、
大
正
期
以

降
の
文
学
史
上
で
「
自
然
主
義
の
末
流
」
と
い
わ
れ
る
「
奇
蹟
派
の
作

家
」
と
通
称
さ
れ
、
後
に
は
新
早
稲
田
派
、
新
現
実
派
と
も
呼
ば
れ
る

こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
か
ら
広
津
は
以
後
、
広
津
な
り
の
文
学
観
が
認

め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
初
期
の
作
品
活
動
に
お
い
て
、
明
治
期
か
ら

の
「
自
然
主
義
」
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
（

）
。

1伊
藤
整
は
『
広
津
和
郎
・
宇
野
浩
二
集
』
の
「
作
品
解
説
」（
）

の

2

中
で
、『
奇
蹟
』
の
同
人
を
、「
大
正
期
の
文
壇
で
、
或
る
意
味
で
自
然

主
義
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
こ
と
を
自
任
し
た
人
々
」
と
し
た
上
で
、
広
津
の

「
文
学
理
論
の
根
柢
に
は
実
感
と
生
活
を
重
ん
じ
、
空
想
を
斥
け
る
自

然
主
義
が
流
れ
て
」
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
広
津
の
作
品
活
動
を
「
自

然
主
義
」
的
色
彩
を
基
本
と
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
る
論
調
が
度
々
見

受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
井
爪
彩
子
が
広
津
の
「
大
正
七
年
の
『
師
崎
行
き
』
か
ら
始

（

マ

マ

）

ま
る
、
実
生
活
に
題
材
を
と
る
一
連
の
小
説
群
が
醸
し
出
す
一
種
陰
惨

な
雰
囲
気
は
、『
無
理
想
』『
無
解
決
』
の
自
然
主
義
を
想
起
さ
せ
」
る

と
述
べ
て
い
る
（

）

よ
う
に
、
広
津
に
課
せ
ら
れ
た
「
自
然
主
義
」
的

3

色
彩
は
、
彼
の
作
品
に
「
明
暗
」
と
い
う
評
価
基
準
を
も
課
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

高
阪
薫
が
広
津
の
作
品
に
つ
い
て
、
「
同
じ
く
心
を
重
視
し
た
武
者

小
路
実
篤
に
代
表
さ
れ
る
『
白
樺
』
の
向
日
的
な
明
る
さ
と
は
全
く
相

反
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
で
あ
ろ
う
（

）
。

4

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
説
明
し
得
な
い
部
分
も
生
じ

て
く
る
。
武
者
小
路
と
同
様
、
白
樺
派
の
一
員
で
あ
っ
た
志
賀
直
哉
と
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広
津
と
の
関
係
性
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
確
か
に
「
明
暗
」
の
区
別
か

ら
論
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
成
長
背
景
や
作
品
の
雰
囲
気
な
ど
か
ら
、

広
津
と
志
賀
は
正
反
対
に
位
置
す
る
作
家
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
大
正
期
に
お
け
る
広
津
の
文
壇
で
の
活
動
を
見
て
い
る
と
志
賀

か
ら
の
影
響
も
見
過
ご
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
広
津
和
郎
の
大
正
八
年
に
お
け
る
文
壇
活
動
に

注
目
し
、
殊
に
「
志
賀
直
哉
論
」（
）

発
表
前
後
に
お
い
て
志
賀
受
容

5

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、「
悔
」（
『
太
陽
』、
大
正

八
年
一
月
）
と
い
う
小
説
作
品
を
中
心
に
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

一
、
大
正
八
年
と
い
う
分
岐
点

広
津
は
以
前
に
も
作
品
を
出
し
て
い
る
が
、
大
正
六
年
の
「
神
経
病

時
代
」（
『
中
央
公
論
』
一
〇
月
号
）
が
実
質
的
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
と
さ

れ
て
い
る
。
本
作
品
は
、
自
己
と
周
囲
の
知
識
層
の
性
格
の
弱
さ
を
普

遍
化
し
、
「
性
格
破
産
者
」
と
い
う
時
代
の
性
格
典
型
と
し
て
描
き
出

そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

広
津
の
大
正
期
の
作
品
は
、
こ
の
「
神
経
病
時
代
」
を
機
に
、
「
性

格
破
産
者
」
を
描
く
「
客
観
小
説
」
と
、「
私
小
説
」
と
に
分
け
ら
れ
、

大
正
八
年
前
後
に
発
表
さ
れ
た
「
師
崎
行
」「
や
も
り
」「
波
の
上
」
の

一
連
の
「
私
小
説
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
過
程
で
、
先
行

研
究
に
お
い
て
、
広
津
は
「
私
小
説
作
家
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
流
れ
の
中
で
も
、
彼
の
作
品
は
「
自
然

主
義
」
の
暗
い
面
を
受
け
継
い
だ
と
評
価
さ
れ
る
点
で
は
一
致
し
て
い

た
。ま

た
、
大
正
六
年
の
「
神
経
病
時
代
」
の
発
表
か
ら
、
数
年
間
の
悩

み
の
末
、
結
婚
生
活
が
破
壊
す
る
大
正
八
年
の
暮
れ
ま
で
の
初
期
の
創

作
期
間
は
、
広
津
に
と
っ
て
「
最
も
充
実
し
た
文
学
活
動
を
展
開
し

た
」（

）

と
い
う
意
味
か
ら
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

6

は
、
広
津
自
身
も
「
年
譜
」
の
中
で
大
正
一
一
年
の
頃
に
、
結
婚
生
活

を
終
え
て
か
ら
一
時
期
は
「
創
作
に
興
味
を
失
ひ
、
間
に
合
せ
の
作
品

の
み
を
書
く
」
と
記
し
て
い
る
。

殊
に
広
津
の
大
正
八
年
に
お
け
る
創
作
活
動
は
、
宮
島
新
三
郎
が

「
新
年
の
創
作
界
に
於
て
、
数
の
点
で
殆
ど
第
一
を
占
め
て
ゐ
る
と
云

つ
て
よ
い
位
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
の
は
、
矢
張
り
広
津
和
郎
氏
で

あ
る
」（

）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
量
的
に
も
質
的
に
も
著
し
い
も
の
で

7

あ
っ
た
。
広
津
は
、
大
正
八
年
の
一
月
だ
け
で
も
「
や
も
り
」
（
『
新

潮
』
）
、「
悔
」
（
『
太
陽
』
）
、「
小
さ
な
残
虐
」（
『
雄
弁
』
）
、「
あ
る
馬
の

話
」
（
『
中
外
』
）
、
「
吠
え
る
犬
」
「
坂
に
つ
い
て
の
記
憶
」
（
『
文
章
世

界
』
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
発
表
媒
体
を
通
し
て
、
多
様
な
題
材
を

扱
っ
た
六
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
作
品
群
は
多
く
の
同
時
代
評

で
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
見
せ
る
。

ま
た
、
後
に
先
行
研
究
に
お
い
て
研
究
対
象
と
し
て
度
々
論
じ
ら
れ

る
、「
愛
な
き
結
婚
三
部
作
」
の
う
ち
「
や
も
り
」「
波
の
上
」（
『
文
章

世
界
』
、
大
正
八
年
四
月
）
の
二
作
も
同
年
に
発
表
さ
れ
、
同
年
二
月

に
『
雄
弁
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
読
ん
だ
も
の
か
ら
」
（
大
正
八
年
二

月
）
を
拡
大
・
具
体
化
し
た
形
で
、
「
志
賀
直
哉
論
」
も
ま
た
四
月
に
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発
表
さ
れ
て
い
る
。

大
正
八
年
の
同
時
代
評
か
ら
は
、
広
津
作
品
に
対
す
る
次
の
よ
う
な

評
価
が
見
ら
れ
る
。

而
し
て
其
一
つ
〳
〵
の
作
品
が
何
れ
も
作
者
自
身
の
直
接
経
験

乃
至
心
の
底
の
響
き
を
伝
へ
て
ゐ
る
ら
し
い
点
に
於
て
読
者
に
深

い
感
銘
を
与
へ
ず
に
は
置
か
な
い
力
強
さ
、
若
し
く
は
優
れ
た
素

質
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
も
亦
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
。

（
宮
島
新
三
郎
）（
）
8

同
じ
事
を
、
私
は
同
じ
作
者
の
『
波
の
上
』（
文
章
世
界
）
で

も
感
じ
た
。
こ
の
文
は
恐
ら
く
、
『
木
村
町
の
家
』
な
ど
ゝ
等
し

く
、
作
者
が
自
ら
の
経
験
や
感
情
を
さ
な
が
ら
に
語
つ
た
も
の
で

あ
ら
う
、
そ
の
点
で
相
応
に
興
味
が
あ
り
、
且
つ
、
作
者
そ
の
人

が
い
か
に
悩
み
多
い
人
で
あ
る
か
に
就
い
て
実
際
的
の
同
情
も
起

こ
つ
た
が
、
書
き
現
は
さ
れ
て
あ
る
程
度
で
は
、
十
分
合
点
が
行

か
な
い
場
合
が
多
い
。（
中
村
星
湖
）（
）
9

広
津
氏
は
『
悔
』『
や
も
り
』
『
波
の
上
』
『
死
児
を
抱
い
て
』

に
於
て
愛
さ
う
と
し
て
も
愛
し
得
な
い
一
人
の
男
主
人
公
の
為
め

に
、
あ
る
女
性
を
不
幸
に
導
き
、
又
其
の
過
程
を
陰
欝
な
渦
巻
に

投
じ
た
経
路
を
抱
い
て
、
藻
騒
き
苦
し
ん
で
ゐ
る
。
何
人
が
あ

（
マ
マ
）

の
作
者
の
苦
悩
、
煩
悶
に
心
を
打
た
れ
ず
に
す
む
で
あ
ら
う
か
。

（
宮
島
新
三
郎
）（
）
10

い
ず
れ
も
作
者
広
津
と
作
品
を
結
び
つ
け
て
言
及
し
て
お
り
、
ま
た

彼
が
繰
り
返
し
同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
る
「
私
小
説
作
家
」
と
し
て
の
広
津
の
初
期
イ
メ
ー

ジ
は
、
こ
の
時
点
で
既
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
同
時
期
に
お
い
て
志
賀
直
哉
は
大
正
三
年
に
「
児
を
盗
む

話
」
（
『
白
樺
』
、
大
正
三
年
四
月
）
を
発
表
後
、
大
正
六
年
に
「
城
の

崎
に
て
」
（
『
白
樺
』
、
大
正
六
年
五
月
）
を
発
表
す
る
ま
で
三
年
間
の

「
沈
黙
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
年
に
「
城
の
崎
に
て
」
や
『
和
解
』

な
ど
の
代
表
作
を
発
表
す
る
が
、
以
後
ま
た
一
年
二
ヶ
月
の
「
沈
黙
」

が
続
く
。
こ
の
よ
う
な
二
回
に
わ
た
る
休
息
期
、
そ
し
て
復
活
を
通
し

て
、
志
賀
の
作
風
に
は
変
化
が
生
じ
、
所
謂
「
志
賀
初
期
」
か
ら
「
志

賀
中
期
」
へ
の
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

大
正
八
年
の
文
壇
で
は
、
志
賀
の
「
沈
黙
」
が
続
い
た
こ
と
に
対
し
、

新
作
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
同
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
十
一
月
三

日
午
後
の
事
」
は
、
次
の
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
多
く
の
文
藝

時
評
な
ど
で
「
賞
讃
」
さ
れ
た
。

饒
舌
な
作
者
の
多
い
中
で
、
志
賀
直
哉
氏
の
「
十
一
月
三
日
午

後
の
事
」
（
新
潮
）
を
読
む
と
、
沈
黙
す
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る

作
者
の
賢
さ
を
感
ず
る
。
こ
の
沈
黙
す
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
作

者
の
心
が
、
こ
の
程
度
の
沈
黙
に
と
ゞ
ま
つ
て
ゐ
ら
れ
る
か
ど
う
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か
が
、
こ
の
作
者
に
対
す
る
私
の
興
味
で
あ
る
。
沈
黙
す
る
こ
と

を
知
つ
て
ゐ
る
作
者
の
心
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
ふ
風
に
育
て
ら

れ
伸
び
て
行
く
か
ゞ
、
少
く
と
も
こ
の
一
篇
を
読
ん
で
懐
か
れ
る
、

作
者
に
対
す
る
私
の
興
味
で
あ
る
。（
片
上
伸
）（
）
11

最
近
の
文
壇
に
於
い
て
私
に
最
も
奇
異
な
感
じ
を
抱
か
し
め
た

の
は
、
志
賀
直
哉
氏
の
「
十
一
月
三
日
午
後
の
出
来
事
」
に
対
す

（

マ

マ

）

る
多
く
の
人
々
の
批
評
で
あ
る
。
夫
は
徳
田
秋
声
氏
の
を
除
い
て

は
殆
ど
み
ん
な
無
条
件
で
あ
の
作
品
を
賞
讃
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

（
江
口
渙
）（
）
12

大
野
亮
司
は
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
雰
囲
気
に
対
し
、
「
神
話
の
生

成

―
志
賀
直
哉
・
大
正
五
年
前
後

―
」（
）

の
中
で
、「
大
正
五
年

13

か
ら
翌
年
前
半
頃
ま
で
に
現
れ
た
志
賀
評
価
は
、
基
本
的
に
〈
賞
賛
〉

〈
尊
敬
〉
〈
期
待
〉
の
三
語
で
要
約
で
き
る
」
と
し
、
「
〈
五
年
以
降
〉

の
志
賀
評
価
と
は
バ
ブ
ル
的
に
出
現
し
た
〈
神
話
〉
な
の
だ
」
と
述
べ

て
い
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
大
正
八
年
四
月
に
広
津
の
「
波
の
上
」
と

志
賀
の
「
哀
れ
な
男
」
と
が
同
時
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
両
作

品
を
比
較
す
る
よ
う
な
形
で
、
並
列
さ
れ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

広
津
和
郎
氏
の
「
波
の
上
」
（
文
章
世
界
）
は
考
へ
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
多
い
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
、
い
た
ま
し

い
悩
み
多
い
生
活
に
も
吾
々
は
充
分
同
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
中
略
）
志
賀
直
哉
氏
の
『
憐
れ
な
男
』（
中
央
公
論
）
に
も
私

は
『
波
の
上
』
と
は
別
な
意
味
で
、
人
間
性
の
み
じ
め
さ
を
見
た
。

（
本
間
久
雄
）（
）
14

例
へ
ば
広
津
和
郎
氏
の
『
波
の
上
』（
文
章
世
界
）（
中
略
）
志

賀
直
哉
氏
の
『
憐
れ
な
男
』（
中
央
公
論
）（
中
略
）
な
ど
の
作
を

ア
ト
、
ラ
ン
ド
ム
に
読
ん
で
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
、
作
者

自
身
の
生
活
を
裏
づ
け
た
ら
し
く
思
は
れ
る
悩
み
の
多
い
悼
ま
し

い
生
活
が
描
い
て
あ
る
。（
本
間
久
雄
）（
）
15

本
間
久
雄
の
広
津
と
志
賀
と
の
比
較
に
加
え
、
細
田
源
吉
は
「
一
瞥

し
た
四
月
の
作
品
」（
）

に
お
い
て
、「
広
津
氏
は
、
志
賀
直
哉
氏
を
評

16

し
て
『
現
実
を
増
減
な
し
に
見
よ
う
と
し
て
』
ゐ
る
と
い
つ
た
が
、
こ

の
評
語
は
、
同
時
に
こ
の
作
に
表
は
れ
た
広
津
氏
の
態
度
に
も
当
て
嵌

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
江
口
渙
も
広
津
を
、
「
志
賀
氏
に
盲
目
的
に
心

酔
し
没
頭
し
自
ら
進
ん
で
志
賀
氏
を
摸
倣
し
た
作
品
を
発
表
す
る
人
」

（

）

と
評
価
し
て
お
り
、
広
津
が
志
賀
を
「
摸
倣
」
し
て
い
る
と
い
う

17認
識
が
同
時
代
に
は
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
真
実
を
増
減
な
く

見
定
め
る
志
賀
リ
ア
リ
ズ
ム
の
本
質
に
迫
」
っ
た
「
志
賀
論
の
定
石
」

と
さ
れ
る
（

）
「
志
賀
直
哉
論
」
の
存
在
も
手
伝
っ
て
、
広
津
も
同
時

18

期
の
「
志
賀
の
神
格
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
」
と
い
う
意
見
も
存
在
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す
る
（

）
。

19

確
か
に
「
志
賀
直
哉
論
」
は
、
主
に
「
志
賀
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
語
っ

て
い
る
点
か
ら
他
の
多
く
の
志
賀
論
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
論
に
お
い
て
、
広
津
が
志
賀
の
作
風
の
変
化
に
い
ち
早
く
指
摘
し

て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
『
和
解
』
以
後
の
氏
の
沈
黙
に
対
し
て
、
私
に
不

安
を
与
へ
る
動
機
と
な
つ
た
も
の
は
、
『
好
人
物
の
夫
婦
』
の
底

に
流
れ
て
ゐ
る
志
賀
氏
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）
そ
こ
で
、
新
年
の
『
新
潮
』
を
手
に
す
る
と
、
私
は
何

よ
り
も
先
に
、
『
十
一
月
三
日
午
後
の
事
』
を
読
ん
だ
。
繰
返
し

て
読
ん
だ
。
私
は
期
待
に
そ
む
か
れ
な
か
つ
た
。
刺
戟
に
面
を
そ

む
け
た
平
和
な
世
界
に
安
住
す
る
代
り
に
、
氏
は
再
び
外
部
に
向

つ
て
、
そ
の
鋭
い
眼
を
向
け
た
か
ら
で
あ
る
（

）
。

20

広
津
は
、
「
沈
黙
」
期
に
お
け
る
志
賀
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
」
、
あ
る
い
は
、
所
謂
「
調
和
」
と
言
わ
れ
る
作
風
へ
の
変
化
を
敏

感
に
感
じ
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
期
の
文
壇
に
お
け
る
志
賀
の

〈
神
話
〉
形
成
の
風
潮
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
正
五
年
以
後
、
志
賀
の
〈
神
話
〉
化
の
裏
で
、
技
巧
に
関

す
る
言
及
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広
津
の
「
志
賀

直
哉
論
」
で
は
志
賀
の
技
巧
的
な
面
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

そ
れ
等
は
別
け
て
も
名
描
写
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

さ
う
し
た
僅
々
二
、
三
行
づ
つ
の
描
写
が
、
大
概
の
作
家
が
二
十

行
三
十
行
を
費
し
て
も
、
そ
れ
程
の
効
果
を
得
ら
れ
ま
い
と
思
は

れ
る
程
、
（
中
略
）
そ
の
他
、
氏
の
作
物
の
随
所
に
、
些
細
な
も

の
に
よ
つ
て
全
体
を
活
躍
さ
せ
る
驚
く
べ
き
技
巧
が
光
つ
て
ゐ
る
。

単
に
描
写
の
腕
と
い
ふ
点
か
ら
云
つ
て
も
、
氏
は
尤
も
独
創
に
富

ん
だ
得
が
た
き
芸
術
家
で
あ
る
（

）
。

21

し
か
し
、
彼
が
志
賀
の
「
描
写
の
腕
」
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、

敢
え
て
「
今
は
技
巧
の
事
は
云
は
な
い
」
と
断
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
広
津
が
志
賀
論
の
中
で
重
点
を
置
い
て
い
る
の
は

「
徹
底
し
た
立
派
な
リ
ア
リ
ス
ト
」
と
し
て
の
志
賀
に
つ
い
て
論
ず
る

こ
と
で
あ
り
、
技
巧
な
ど
は
、
そ
れ
ら
に
附
随
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
瀧
井
孝
作
が
同
時
代
に
お
い

て
志
賀
の
『
和
解
』
の
技
巧
的
な
面
を
自
身
の
作
品
（
「
父
」
、
『
人

間
』
、
大
正
一
〇
年
七
月
）
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
そ
の
こ
と
を
公

言
し
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
志
賀
周
辺
の
作
家
た
ち

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
文
壇
の
〈
神
話
〉
生
成
と
は
一
線
を
画
す
具
体
的

な
形
で
の
「
神
格
化
」
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

広
津
は
「
志
賀
直
哉
氏
の
印
象
」（

）

の
中
で
、
志
賀
と
の
出
会
い

22

を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

私
は
そ
の
前
日
氏
の
「
濁
っ
た
頭
」
を
読
ん
で
、
興
奮
す
る
ほ
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ど
感
服
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
氏
に
会
っ
た
の
が
嬉
し
く
て

堪
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
氏
の
作
物
を
読
ん
で
氏
の
想
像
し
た
感

じ
と
殆
ん
ど
同
じ
よ
う
な
感
じ
を
、
氏
の
容
貌
、
態
度
、
物
の
云

い
振
り
な
ど
か
ら
受
け
て
、
愉
快
な
歓
び
を
覚
え
た
。（
中
略
）

複
雑
で
あ
り
な
が
ら
純
粋
な
、
肉
体
的
に
何
処
か
濁
っ
て
い
な
が

ら
何
処
ま
で
も
心
が
透
明
で
誠
実
な
、
い
ろ
〳
〵
病
的
な
近
代
的

な
神
経
の
曇
り
を
帯
び
て
い
な
が
ら
そ
れ
を
支
配
す
る
或
る
修
養

を
積
ん
だ
―
そ
う
云
っ
た
複
合
的
な
而
も
統
一
さ
れ
た
味
だ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

両
作
家
の
交
流
は
大
正
元
年
に
遡
る
。
広
津
は
こ
こ
で
、
志
賀
の

「
作
物
」
と
彼
の
「
容
貌
、
態
度
、
物
の
云
い
振
り
な
ど
」
を
同
一
視

し
、
作
家
と
し
て
の
志
賀
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、

「
志
賀
直
哉
論
」
に
お
け
る
志
賀
を
「
徹
底
し
た
立
派
な
リ
ア
リ
ス

ト
」
と
す
る
論
調
は
、
こ
の
出
会
い
の
時
に
既
に
あ
る
程
度
、
形
を
成

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
、
両
作
家
の
文
壇
で
の
交
流
は
昭
和
期
ま
で
続
く
が
、
志
賀
が

段
々
と
「
現
実
と
の
妥
協
」
に
向
か
う
時
期
、
つ
ま
り
大
正
八
年
の

「
志
賀
直
哉
論
」
発
表
前
後
の
時
期
が
広
津
の
文
学
観
が
最
も
志
賀
の

文
学
観
に
接
近
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

勝
山
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
志
賀
直
哉
が
「
和
解
」
以
後
、
次
第
に
好
人
物
の
世
界

に
納
ま
り
か
え
ろ
う
と
す
る
傾
向
に
対
し
て
警
告
を
発
し
て
い
る

の
と
無
縁
で
は
な
い
。
広
津
に
す
れ
ば
、
こ
の
人
生
に
対
し
て
皮

肉
な
傍
観
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
は
許
せ
な
か
っ
た
し
、
さ
り
と

て
現
実
と
の
妥
協
の
上
に
の
み
成
立
す
る
、
と
彼
に
は
思
わ
れ
た

に
違
い
な
い
調
和
的
生
活
を
肯
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
（

）
。

23

次
節
か
ら
は
、
広
津
の
志
賀
へ
の
文
学
的
接
近
に
つ
い
て
、
彼
が
同

時
期
に
発
表
し
た
「
悔
」
と
い
う
作
品
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
て
い
き

た
い
。

二
、「
広
津
初
期
」
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
「
悔
」

「
悔
」
は
、
大
正
八
年
一
月
に
『
太
陽
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
、

『
お
光
と
千
鶴
子
』
（
大
正
一
〇
年
一
〇
月
、
金
星
堂
）
に
収
録
す
る

際
に
、
「
千
鶴
子
」
と
改
題
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
「
若
き
日
」
と
再
び

改
題
さ
れ
る
。
全
体
に
わ
た
っ
て
大
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。『
広
津

和
郎
全
集
』
に
は
加
筆
さ
れ
た
「
若
き
日
」
の
み
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

「
悔
」
は
初
出
と
同
年
三
月
発
行
の
『
握
手
』（
天
佑
社
）
で
の
み
確

認
さ
れ
る
。

本
作
品
は
、
現
在
の
語
り
手
小
島
が
、
小
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で

あ
る
杉
野
光
蔵
に
偶
然
出
会
い
、
そ
の
妹
で
あ
る
千
鶴
子
が
不
幸
な
結

婚
生
活
の
末
、
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

そ
れ
ま
で
の
自
分
、
杉
野
と
千
鶴
子
、
そ
の
家
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
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過
去
を
回
想
す
る
形
で
語
る
作
品
で
あ
る
。
現
在
の
時
間
で
あ
る
冒
頭

部
と
末
尾
、
そ
れ
か
ら
過
去
を
回
想
す
る
一
四
の
章
で
成
立
す
る
額
縁

小
説
の
体
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
全
一
六
章
の
構
成
は
、
広
津
が
「
志

賀
直
哉
論
」
で
も
度
々
言
及
す
る
『
和
解
』
の
構
成
に
似
て
い
る
。

『
和
解
』
も
一
六
章
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
一
昨
年
の
「
自
分
」
と

父
と
の
衝
突
、
昨
年
の
慧
子
の
出
産
と
死
、
留
女
子
の
出
産
を
描
い
た

三
章
か
ら
一
〇
章
の
内
容
が
、
現
在
で
あ
り
慧
子
の
一
周
忌
に
あ
た
る

一
、
二
章
と
「
自
分
」
と
父
と
の
和
解
を
描
い
た
一
一
章
か
ら
一
六
章

の
間
に
挟
ま
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
前
述
し
た
大
正
八
年
前
後
に
発
表
さ
れ
た

「
師
崎
行
」「
や
も
り
」「
波
の
上
」
の
三
作
品
は
、
広
津
自
身
の
不
幸

な
結
婚
生
活
を
描
い
た
「
愛
な
き
三
部
作
」
と
し
て
度
々
研
究
対
象
と

さ
れ
た
（

）

こ
と
に
対
し
て
、
「
悔
」
は
「
若
き
日
」
へ
の
改
訂
に
言

24

及
し
た
坂
本
育
雄
の
論
稿
（

）

を
除
い
て
は
、
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ

25

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
反
対
に
「
悔
」
は
同
時
代
に
お
い
て
は
、
多
く

の
評
論
で
言
及
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

前
田
晃
は
「
外
に
手
許
に
雑
誌
の
な
か
つ
た
為
め
に
、
読
み
た
い
と

思
つ
て
ゐ
な
が
ら
読
み
得
な
か
つ
た
も
の
も
あ
る
。
広
津
和
郎
氏
の

『
太
陽
』
に
出
し
た
『
悔
』
の
如
き
は
其
の
一
つ
だ
」（

）

と
述
べ
て

26

い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
同
年
同
月
に
六
作
品
も
発
表
し
て
い
る
広

津
の
作
品
へ
の
注
目
度
が
上
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
宮
島

は
こ
の
月
に
発
表
さ
れ
た
広
津
の
六
作
品
に
つ
い
て
言
及
し
つ
つ
、

「
作
者
の
個
性
が
明
瞭
窺
へ
る
と
い
ふ
点
で
、
何
れ
も
深
い
興
味
を
唆

ら
れ
た
が
、
様
々
な
意
味
で
感
銘
の
深
か
つ
た
の
は
、
矢
張
り
『
悔
』

で
あ
つ
た
」
と
し
、
「
悔
」
は
「
新
年
文
壇
の
異
彩
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
（

）
。

27

こ
の
他
に
も
、「
悔
」
は
次
の
よ
う
に
好
評
を
受
け
て
い
る
。

広
津
和
郎
氏
の
『
悔
』（
太
陽
）（
中
略
）
作
の
情
愛
が
そ
の
実

直(

シ
ン
セ
リ
テ
ー)

か
ら
来
て
ゐ
る
の
で
見
て
く
れ
の
臭
い
批
判

や
嫌
味
な
説
明
が
な
い
。
而
も
筆
調
に
は
燻
ん
だ
ジ
ミ
な
風
で
な

く
は
し
や
ぎ
は
せ
ぬ
が
何
処
ま
で
も
熱
の
あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な

若
い
誇
り
を
保
つ
て
ゐ
る
の
が
好
い
。（
畑
耕
一
）（
）
28

廣
津
君
の
『
悔
』（
太
陽
）
を
読
ん
だ
。
大
変
面
白
か
つ
た
し

学
校
を
出
た
杉
野
と
い
ふ
友
達
の
一
家
を
、
杉
野
の
妹
の
千
鶴
子

と
自
分
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
書
い
た
長
篇
で
、
各
人
物
や
事

件
や
心
持
な
ど
を
、
さ
ら
〳
〵
と
卒
直
に
非
常
に
う
ま
く
書
い
て

あ
る
。
恐
ら
く
新
年
の
創
作
中
で
最
も
佳
い
作
の
一
つ
で
あ
ら
う
。

（
加
能
作
次
郎
）（
）
29

こ
の
よ
う
な
「
悔
」
へ
の
同
時
代
評
は
、
同
年
同
月
に
『
新
潮
』
に

発
表
さ
れ
た
「
や
も
り
」
が
同
時
代
評
に
お
い
て
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
同
時
代
的
雰
囲
気
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
悔
」
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と
大
正
八
年
と
い
う
文
脈
に
つ
い
て
、「
若
き
日
」
へ
の
移
行
を
中
心

に
見
て
行
き
た
い
。

三
、「
若
き
日
」
へ
の
移
行
か
ら
浮
か
び
上
が
る
も
の

「
悔
」
は
そ
の
分
量
か
ら
し
て
、
中
編
小
説
か
ら
「
若
き
日
」
と
い

う
長
篇
小
説
へ
と
大
き
な
改
訂
を
経
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
改
訂
の

大
半
は
、
杉
野
や
千
鶴
子
、
小
島
自
身
に
関
す
る
描
写
な
ど
が
細
か
く

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
補
強
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の

移
行
の
中
で
、
新
し
く
加
わ
る
「
物
語
」
と
、
落
さ
れ
て
い
く
「
物

語
」
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

そ
の
前
に
広
津
の
「
若
き
日
」
の
「
あ
と
が
き
」
を
見
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
私
の
青
年
期
の
「
自
伝
」
の
一
節
と
思
つ
て
読
ん
で
頂

い
て
も
好
い
。

こ
の
中
に
は
父
の
柳
浪
が
出
て
来
る
が
、
こ
の
小
説
に
出
て
来

る
頃
の
柳
浪
は
、
今
日
の
私
よ
り
も
約
十
歳
年
下
で
あ
る
。
明
治

の
作
家
生
活
が
如
何
に
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
が
今

更
の
や
う
に
顧
み
ら
れ
る
。
私
は
父
と
し
て
の
親
し
み
以
上
に
、

柳
浪
に
は
も
つ
と
違
つ
た
親
し
み
を
持
つ
て
ゐ
て
、
今
年
が
死
後

二
十
四
年
目
に
な
る
の
に
、
今
で
も
夢
の
中
に
は
始
終
生
き
て
ゐ

る
当
時
の
柳
浪
が
現
れ
て
来
る
。

こ
の
文
章
だ
け
を
読
む
と
、
こ
の
作
品
は
広
津
の
父
、
広
津
柳
浪
に

関
す
る
物
語
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
「
若
き
日
」
に
は
柳

浪
と
い
う
名
前
こ
そ
出
て
こ
な
い
が
、
作
品
の
髄
所
に
父
に
つ
い
て
の

叙
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
悔
」
で
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い

「
物
語
」
な
の
で
あ
る
。

「
悔
」
で
は
、
父
が
広
津
柳
浪
と
思
し
き
人
物
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の

め
か
す
個
所
も
、
「
父
が
執
筆
す
る
の
を
厭
ひ
初
め
」
た
と
描
写
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
み
で
あ
り
、
父
に
言
及
す
る
場
面
は
全
一
六
章
の
う
ち
、

三
か
所
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
の
内
容
も
、
あ
く
ま
で
千
鶴
子
を
中
心

と
し
た
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
の
努
力
の
一
部
と
し
て
、
描
か
れ
て
い

る
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
「
若
き
日
」
で
は
本
筋
の
話
か
ら
大
き
く
脱
線
し
た

と
も
言
え
る
ほ
ど
、
父
へ
の
思
い
が
作
品
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
四

千
字
余
り
の
分
量
の
一
章
が
「
十
四
」
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
る
の
に

加
え
、
父
に
つ
い
て
の
描
写
だ
け
で
一
万
字
程
新
し
く
増
え
て
い
る
。

以
下
、
該
当
す
る
個
所
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

私
は
父
の
事
を
唯
漠
然
と
文
筆
に
携
は
つ
て
ゐ
る
と
ば
か
り
い

つ
て
来
た
が
、
そ
れ
を
も
つ
と
明
確
に
い
ふ
と
父
は
い
は
ゆ
る
硯

友
社
派
に
属
し
て
ゐ
る
小
説
家
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
父
の
長
い

間
の
道
伴
れ
で
あ
つ
た
川
上
眉
山
が
自
殺
し
た
の
も
丁
度
そ
の
頃

で
あ
つ
た
。（
四
）

明
治
文
壇
に
一
つ
の
仕
事
を
済
し
た
人
と
し
て
そ
の
晩
年
を
静
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か
に
休
息
さ
せ
て
置
き
た
か
つ
た
。（
十
二
）

そ
れ
は
私
の
父
に
対
す
る
子
供
と
し
て
の
愛
情
か
ら
ば
か
り
い

ふ
の
で
は
な
く
、
明
治
の
文
壇
に
相
当
の
仕
事
を
し
た
作
家
の
晩

年
と
し
て
も
当
然
の
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
（
十
四
）

引
用
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
、
柳
浪
の
実
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
用
い
た
内
容
で
、
杉
野
や
千
鶴
子
と
関
わ
ら
な
い
、
父

へ
の
尊
敬
の
念
や
深
い
愛
情
を
語
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
作
品
の

一
つ
の
軸
を
成
し
て
い
る
。

「
若
き
日
」
に
加
わ
る
「
父
」
の
物
語
は
、「
悔
」
が
発
表
さ
れ
た
大

正
八
年
前
後
の
他
作
品
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
（

）
。
に
も
関
わ
ら

30

ず
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
「
悔
」
で
は
抜
け
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

広
津
の
い
う
自
分
の
「
若
き
日
」
を
俯
瞰
す
る
意
味
で
の
「
自
伝
」
と

し
て
の
意
義
を
、
「
悔
」
に
は
付
与
す
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

同
様
に
、
作
品
末
尾
の
改
変
も
見
逃
せ
な
い
。
「
若
き
日
」
の
小
島

は
、
千
鶴
子
の
死
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

あ
の
時
自
分
が
あ
れ
以
上
突
き
進
め
な
か
つ
た
事
が
自
分
の
卑

怯
で
あ
つ
た
と
い
ふ
自
責
に
あ
の
後
暫
く
悩
ま
さ
れ
た
が
、
併
し

無
論
そ
れ
は
さ
う
と
ば
か
り
は
い
は
れ
な
い
。
自
分
は
彼
女
と
の

交
渉
は
打
切
つ
た
が
、
併
し
一
家
の
矢
面
に
立
つ
て
与
へ
ら
れ
た

現
実
の
局
面
打
開
に
自
分
の
力
を
尽
し
て
戦
つ
て
来
た
か
ら
。
そ

し
て
そ
れ
だ
け
で
自
分
に
は
精
い
つ
ぱ
い
の
仕
事
に
違
ひ
な
か
つ

た
か
ら
。
そ
の
結
果
ど
う
や
ら
今
は
父
や
母
の
生
活
の
面
倒
も
見

ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
し
、
そ
れ
に
前
に
は
い
つ
文
筆
家
と
し
て

一
人
前
に
な
れ
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
と
思
つ
て
ゐ
た
の
が
、

少
し
づ
つ
先
の
見
通
し
が
つ
く
や
う
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
か

ら
。

こ
れ
は
、「
悔
」
の
小
島
が
「
私
の
女
性
に
対
す
る
尊
重
の
不
足
は
、

そ
の
後
の
生
活
に
於
い
て
、
私
を
不
幸
に
導
い
た
。
私
は
今
に
な
つ
て
、

前
に
も
述
べ
た
通
り
、
女
性
に
対
す
る
ほ
ん
と
う
の
尊
重
は
、
結
局
自

己
を
尊
重
す
る
事
に
な
り
、
女
性
に
対
す
る
軽
視
は
、
結
局
自
己
を
軽

視
す
る
事
に
な
る
と
云
ふ
事
を
さ
と
つ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
と
大
き

く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
作
品
の
重
点
が
、「
悔
」
で
は
単
に
「
女
性
尊
重
」
へ
の

後
悔
の
念
と
い
う
面
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
若
き
日
」
で

は
小
島
自
身
が
抱
え
て
い
た
問
題
全
体
に
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
広

津
の
い
う
「
自
伝
」
へ
と
決
定
的
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。こ

れ
ら
に
加
え
、
次
に
取
り
上
げ
る
物
語
に
直
接
関
わ
ら
な
い
時
代

背
景
へ
の
言
及
も
「
若
き
日
」
の
「
自
伝
」
と
し
て
の
意
義
を
補
強
し

て
い
る
。
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今
は
ま
さ
か
そ
ん
な
間
違
ひ
を
す
る
者
は
政
治
青
年
に
も
恐
ら

く
な
い
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
そ
の
当
時
は
外
国
文
学
が
国
別
も

新
旧
も
な
く
一
時
に
日
本
に
流
れ
入
つ
て
、
来
た
時
代
で
あ
つ
た
。

（
四
）

う
や
む
や
の
間
に
自
然
主
義
時
代
は
既
に
過
ぎ
去
つ
た
か
の
如

く
、
学
校
の
教
室
で
は
学
生
達
は
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
や
ホ
フ
マ
ン

ス
タ
ア
ル
を
し
き
り
に
論
じ
て
ゐ
た
。（
六
）

一
方
、
「
若
き
日
」
へ
の
移
行
で
は
、
中
篇
か
ら
長
篇
へ
の
改
変
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
量
に
省
略
さ
れ
た
個
所
も
存
在
す
る
。

「
悔
」
と
そ
の
前
後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
と
の
関
わ
り
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
悔
」
の
末
尾
を
見
る
と
、
小
島
が
自
身
の
悔
い
る
原
因
に
つ
い
て
、

「
そ
れ
を
人
々
に
理
解
さ
せ
る
に
は
、
私
は
ま
た
或
一
つ
の
出
来
事
を

語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
又
別
な
機
会
に
述
べ

る
事
に
す
る
」
と
い
う
文
章
で
物
語
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
或

一
つ
の
出
来
事
」
に
つ
い
て
、
田
中
純
は
「
広
津
和
郎
論
」（

）

の
中

31

で
、「
悔
」
と
同
時
発
表
の
「
や
も
り
」
を
指
し
て
い
る
と
し
、「
悔
」

は
女
を
失
っ
た
こ
と
の
悔
、
「
や
も
り
」
は
女
を
得
た
こ
と
の
悔
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
悔
」
に
お
け
る
小
島
の
「
女
性
尊
重
」
に
対
す
る
拘
り
か
ら
、
こ

の
末
尾
の
「
別
な
機
会
」
は
田
中
の
指
摘
通
り
、
同
月
に
発
表
さ
れ
た

「
や
も
り
」
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
や
も
り
」
で
、

主
人
公
「
私
」
と
父
親
と
の
会
話
の
中
で
、
父
が
最
後
に
「
お
前
は
何

よ
り
も
後
で
悔
い
な
い
よ
う
に
す
る
が
い
い
」
と
、
息
子
に
話
す
場
面

も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
受
け
取
れ
よ
う
。
宮
島
新
三
郎
の
同
時
代

評
「
大
正
八
年
度
文
壇
の
回
顧
」
な
ど
に
お
い
て
も
「
悔
」
は
同
年
に

発
表
さ
れ
た
「
や
も
り
」
「
波
の
上
」
「
死
児
を
抱
い
て
」
と
と
も
に

「
愛
さ
う
と
し
て
も
愛
し
得
な
い
一
人
の
男
主
人
公
の
為
め
に
、
あ
る

女
性
を
不
幸
に
導
き
、
又
其
の
過
程
を
陰
欝
な
渦
巻
に
投
じ
た
経
路
を

抱
い
て
、
藻
騒
き
苦
し
ん
で
ゐ
る
」
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
マ
マ
）

「
悔
」
は
、
前
述
し
た
「
愛
な
き
三
部
作
」
に
並
ぶ
作
品
と
い
う
位

置
付
け
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
、
「
愛
な
き
三
部
作
」
が
当
時

の
妻
と
の
結
婚
生
活
を
題
材
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
私
」
の
過
去

に
対
す
る
苦
悩
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
と
は
一
線

を
画
す
個
別
の
作
品
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
改
訂
前
の
作
品
末
尾
は
、
志
賀
の
『
和
解
』
と
同
じ
問

題
性
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
面
か
ら
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
広
津
は

「
志
賀
直
哉
論
」
の
中
で
、
『
和
解
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
和
解
」
は
一
篇
の
作
品
と
し
て
は
、
当
然
書
か
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
が
書
か
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
完
全
で
あ

る
と
は
云
は
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
氏
の
気
質
が
如
何
な
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
を
赤
裸
々
に
示
し
て
ゐ
る
点
で
、
や
は

り
氏
の
作
中
で
の
最
も
傑
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
当
然
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
も
の

と
い
う
の
は
、「
不
和
の
原
因
を
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
」（
）

点
で
あ
る
。

32

こ
れ
は
、
『
和
解
』
の
先
行
研
究
で
は
『
和
解
』
を
批
判
す
る
材
料
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
悔
」
で
は
、
千
鶴
子
の
死
に
対
し
、
小
島
は
自
分
の
「
女
性
に
対

す
る
尊
重
の
不
足
」
が
原
因
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
そ
れ
を
人
々

に
理
解
さ
せ
る
に
は
、
私
は
ま
た
或
一
つ
の
出
来
事
を
語
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
又
別
な
機
会
に
述
べ
る
事
に
す
る
」

と
原
因
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
作
品
を
閉
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
「
別
の
機
会
」
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
「
や
も
り
」
に

お
い
て
も
、
不
運
な
結
婚
生
活
の
現
状
が
描
か
れ
る
だ
け
に
留
ま
っ
て

お
り
、
主
人
公
が
な
ぜ
「
女
性
尊
重
」
の
不
足
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
語
ら
れ
な
い
。

広
津
は
、
『
和
解
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
後
述
す
る
小
島
の

〈
神
経
〉
の
問
題
を
以
っ
て
小
島
の
「
悔
」
の
原
因
を
仄
め
か
し
な
が

ら
も
、
そ
れ
を
敢
え
て
明
ら
か
に
せ
ず
、
作
品
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う

方
法
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
「
悔
」
に
お
け
る
「
八
」
も
「
若
き
日
」
で
は
削
除

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
明
る
く
な
っ
て
い
く
杉
野
家
と
は
正
反

対
で
あ
る
私
の
家
の
雰
囲
気
が
、
父
と
の
会
話
の
場
面
を
中
心
に
描
写

さ
れ
る
。
ま
た
、
小
島
が
千
鶴
子
本
人
の
こ
と
は
考
え
ず
、
自
分
の
思

い
を
走
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
女
性
尊
重
」
が
語
ら
れ
る
作
品

末
尾
に
関
わ
る
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
父
に
対
す
る
思
い
は
、
前
述
し

た
新
し
く
「
若
き
日
」
に
追
加
さ
れ
る
「
十
四
」
に
吸
収
さ
れ
る
形
で

残
る
が
、
「
や
も
り
」
な
ど
の
同
時
代
の
他
作
品
に
関
わ
る
内
容
は
そ

の
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
若
き
日
」
が
小
島
を
取
り
巻
く
千

鶴
子
や
杉
野
に
加
え
、
父
の
存
在
ま
で
を
描
く
事
で
、「
自
伝
」
の
色

を
濃
く
漂
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
悔
」
は
、
よ
り
杉
野
家
と
小

島
の
関
係
性
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「
悔
」
は
同

時
代
の
作
品
と
強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
性

の
中
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、「
若
き
日
」
の
作
品
後
半
に
は
、
語
り
手
に
よ
る
注
釈
の

よ
う
な
形
で
、
志
賀
直
哉
に
言
及
す
る
場
面
が
あ
る
。

（
私
は
後
に
武
者
小
路
実
篤
の
「
お
目
出
度
き
人
」
や
志
賀
直

哉
の
「
大
津
順
吉
」
を
読
ん
で
、
白
樺
の
人
達
の
か
う
い
ふ
問
題

に
ぶ
つ
つ
か
つ
た
時
の
一
途
さ
に
驚
嘆
し
た
。
そ
し
て
彼
等
の
場

合
と
自
分
の
場
合
と
を
比
較
し
て
見
て
、
生
活
の
不
安
と
い
ふ
事

が
、
本
来
な
ら
感
じ
な
い
で
済
む
や
う
な
複
雑
な
屈
託
を
青
年
の

心
に
与
へ
る
も
の
だ
と
い
ふ
事
を
改
め
て
考
へ
た
。）

し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
昭
和
一
五
年
に
お
け
る
改
訂
で
付
け



- 12 -

加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
広
津
の
い
う
「
自
伝
」
の
中
で
行
わ
れ
る
過
去

へ
の
俯
瞰
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
大
正
八
年
の
「
悔
」
と
は
別

の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

で
は
、
「
悔
」
か
ら
は
、
志
賀
の
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

四
、「
悔
」
に
見
ら
れ
る
志
賀
直
哉
の
影

―
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
複
層
的
理
解

「
悔
」
の
小
島
は
、「
不
快
」「
神
経
」「
不
調
和
」
な
ど
の
言
葉
を
作

品
全
体
に
わ
た
っ
て
、
繰
り
返
し
て
い
る
（

）
。

33

こ
の
〈
神
経
〉
の
問
題
は
、
広
津
が
志
賀
と
の
初
対
面
の
前
日
に
氏

の
「
濁
っ
た
頭
」
を
読
ん
だ
時
か
ら
志
賀
の
特
徴
と
し
て
捉
え
、
「
感

服
し
」
て
止
ま
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
志
賀
直
哉
論
」
で
は
、

志
賀
に
つ
い
て
「
不
調
和
、
不
自
然
、
不
正
、
醜
悪
、
さ
う
い
ふ
も
の

と
一
歩
も
妥
協
す
ま
い
と
す
る
警
戒
の
感
覚
を
張
り
つ
め
て
ゐ
る
」
と

述
べ
、
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
を
「
殊
に
そ
の
感
が
深
い
」
作

品
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
本
稿
で
言
及
す
る
ま
で
も
な

く
、
志
賀
の
多
く
の
初
期
作
品
に
用
い
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、

先
行
研
究
で
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。

大
野
亮
司
は
「
〝
個
性
〟
の
尊
重
／
〝
状
況
〟
の
確
認

―
大
正
七

年
前
後
の
〝
文
学
シ
ー
ン
〟
を
め
ぐ
っ
て

―
」（

）

の
中
で
、
広
津

34

の
「
志
賀
直
哉
論
」
に
お
け
る
価
値
判
断
要
素
を
二
つ
の
相
反
す
る
も

の
と
し
て
分
け
て
い
る
。
正
の
要
素
と
し
て
、
自
然
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ

リ
ズ
ム
の
不
在
、
強
い
意
志
、
清
純
さ
や
正
し
さ
（
正
直
さ
／
正
確

さ
／
正
義
）
へ
の
願
望
な
ど
を
、
負
の
要
素
と
し
て
、
虚
偽
、
不
自
然
、

傲
慢
、
暴
慢
、
焦
燥
、
説
教
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
へ
の
安
住
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
大
野
の
「
志
賀
直
哉
論
」
に
お
け
る
正
負
の
基

準
か
ら
見
て
、「
悔
」
の
小
島
は
、
自
分
は
「
正
の
要
素
」
を
備
え
て

い
る
と
自
己
評
価
し
て
い
る
が
、
物
語
が
進
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
杉
野

な
ど
の
周
囲
と
の
関
係
性
の
中
で
、
「
負
の
要
素
」
に
負
け
て
い
く
姿

が
描
か
れ
て
い
く
。

「
志
賀
直
哉
論
」
に
お
い
て
、
所
謂
「
負
の
要
素
」
と
し
て
解
釈
さ

れ
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
は
、「
悔
」
の
中
で
も
確
認
さ
れ
る
。

橋
本
（

）

に
よ
れ
ば
、
広
津
は
、
「
明
治
の
終
り
か
ら
大
正
の
初
め

35

に
か
け
て
の
〝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
〟
」
で
あ
っ
た
白
樺
派
に
対
し
て
、

そ
の
思
潮
の
「
現
実
の
苦
難
に
遊
離
し
た
も
の
に
な
り
が
ち
」
な
点
、

「
薄
っ
ぺ
ら
な
表
面
だ
け
の
ム
ー
ド
で
あ
る
」
点
を
察
知
し
た
と
い
う
。

「
悔
」
に
お
け
る
小
島
の
杉
野
に
対
す
る
考
え
方
は
、
橋
本
の
い
う
白

樺
派
に
対
す
る
広
津
の
考
え
方
に
似
通
っ
て
い
る
。

私
は
杉
野
は
別
段
悪
い
人
間
で
は
な
い
事
、
唯
単
純
な
男
に
過

ぎ
な
い
事
、
あ
ゝ
云
ふ
人
間
は
此
世
の
中
に
は
何
処
に
で
も
ざ
ら

に
あ
る
事
を
、
よ
く
知
つ
て
ゐ
た
。
子
供
の
時
分
の
彼
の
事
を
考

へ
る
と
、
随
分
気
の
毒
な
男
で
あ
る
と
も
思
へ
た
。
け
れ
ど
も
、

彼
と
接
触
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
思
ふ
と
堪
ら
な
く
厭

で
あ
つ
た
。（
九
）
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ま
た
、
こ
れ
は
『
神
経
病
時
代
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
お
け
る
広
津

の
「
生
命
の
無
限
の
生
長
と
か
個
性
の
強
さ
と
か
い
ふ
事
が
最
も
盛
ん

に
人
々
に
よ
っ
て
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
た
当
時
の
風
潮
に
私
は
多
少
揶
揄
的

な
気
持
も
あ
っ
て
特
に
弱
い
性
格
の
人
間
を
選
び
時
の
風
潮
と
反
対
の

も
の
を
書
い
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
道
主
義
流
行

の
当
時
の
社
会
へ
の
一
批
判
と
し
て
性
格
破
産
者
の
悲
劇
を
採
り
あ
げ

る
こ
と
が
こ
の
小
説
の
狙
い
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
彼
が
「
神
経
病
時
代
」
で
描
き
出
し
た
か
っ
た
「
性
格
破
産

者
」
の
姿
に
も
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
広
津
は
全
て
の
白
樺
派
に

否
定
的
だ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
志
賀
だ
け
は
白
樺
派
の
中
で
も
特
別
な

位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
同
様
に
、
広
津
は
小
島
を
、
杉
野

の
代
表
す
る
「
負
の
要
素
」
に
対
し
て
、
「
正
の
要
素
」
を
貫
こ
う
と

す
る
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
小
島
は
そ
の
「
正
の
要
素
」
を
貫

く
に
は
「
弱
い
神
経
」
を
持
っ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、
「
悔
」
で
は
、
次
の
引
用
文
の
よ
う
に
小
島
の
「
逃
げ
」
が

繰
り
返
し
、
描
か
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
私
は
千
鶴
子
と
も
杉
野
と
も
杉
野
の
母
と
も
、
顔

を
合
は
せ
る
の
が
、
何
と
な
く
堪
ら
な
い
気
が
し
た
の
で
、
逃
げ

る
や
う
に
急
い
で
帰
つ
て
来
て
し
ま
つ
た
。（
五
）

私
は
途
々
変
に
憂
欝
に
な
つ
て
来
た
。
や
つ
ぱ
り
ル
ー
デ
イ
ン

の
や
う
な
病
気
が
、
自
分
に
も
あ
る
の
か
知
ら
、
な
ど
と
考
へ
た
。

何
か
の
重
荷
の
予
想
が
、
私
の
心
を
圧
す
る
や
う
な
気
が
し
て
ゐ

た
。そ

の
後
、
私
は
彼
の
母
と
の
約
束
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
杉
野

の
家
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
つ
た
。（
十
四
）

本
作
品
に
先
立
つ
作
品
に
、「
『
神
経
病
時
代
』
の
失
敗
」
か
ら
生
ま

れ
た
「
二
人
の
不
幸
者
」（

）

が
あ
る
。
気
の
弱
い
二
人
の
青
年
の
悲

36

劇
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
広
津
は
、
作
中
の
両
青
年
に
つ
い
て

「
普
通
の
意
味
に
お
い
て
善
良
で
あ
る
し
、
所
謂
悪
い
事
な
ど
し
よ
う

と
す
る
意
志
は
少
し
も
持
っ
て
ゐ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
此
現
代
社
会
の

汚
濁
の
彼
の
中
を
切
り
抜
け
て
彼
等
の
生
存
の
意
義
を
見
つ
け
る
に
は

二
人
と
も
余
り
に
弱
過
ぎ
る
。
二
人
は
考
え
方
も
相
違
し
趣
味
も
相
違

し
、
又
性
格
の
方
向
も
相
違
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
の
底
力
の
欠
如
は
変

ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（

）
。
つ
ま
り
、「
善
人
で
は
あ
る
が
、
気
が

37

弱
い
ゆ
え
に
思
惟
し
な
が
ら
も
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ

え
に
不
幸
な
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
小
島
も
や
は
り
広
津
の

描
く
「
性
格
破
産
者
」
の
一
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
島
像
は
「
志
賀
直
哉
論
」
で
広
津
が
い
う
「
和
解
」

発
表
後
の
志
賀
の
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
重
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
再
び
「
志
賀
直
哉
論
」
の
内
容
を
見
て

お
き
た
い
。



- 14 -

明
治
四
十
年
代
、
そ
の
頃
は
日
本
の
文
壇
は
未
だ
自
然
主
義
の

全
盛
時
代
で
あ
つ
た
。
志
賀
氏
の
作
物
の
或
る
も
の
は
既
に
そ
の

年
代
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
後
文
壇
は
幾
変
遷
を
重
ね
て
、
い

ろ
い
ろ
な
主
義
主
張
、
い
ろ
い
ろ
な
傾
向
党
派
が
あ
ら
は
れ
て
来

た
が
、
志
賀
氏
の
作
物
は
そ
れ
等
の
何
も
の
に
も
乱
さ
れ
ず
に
、

そ
の
頃
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
終
始
一
貫
そ
の
独
得
の
風
格
と

独
得
の
ス
タ
イ
ル
と
を
持
し
て
ゐ
る
。

リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
の
志
賀
直
哉
氏
の
現
実
を
見
る
眼
は
、
自

然
主
義
時
代
の
現
実
尊
重
を
合
言
葉
と
し
た
多
く
の
作
家
達
の
眼

よ
り
も
、
尚
一
層
透
徹
し
、
尚
一
層
鋭
く
、
そ
し
て
尚
一
層
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
分
子
を
含
ん
で
ゐ
な
い
と
云
つ
て
好
い
。
（
中

略
）
け
れ
ど
も
、
さ
う
い
ふ
意
味
で
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

濁
り
か
ら
の
が
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
反
対
の
、
現
実
偏
重
の
た

め
に
陥
る
そ
れ
よ
り
も
尚
一
層
害
の
あ
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム

―
「
人
生
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
」
と
い
つ
た
や
う
に
た
か
を

く
く
る
ち
よ
こ
ざ
い
の
傲
慢

―
の
濁
り
か
ら
も
同
様
に
潔
白
で

あ
り
得
た
事
、
志
賀
氏
の
如
き
は
少
い
。

広
津
は
ま
ず
、
『
和
解
』
発
表
以
前
の
志
賀
が
文
壇
に
流
さ
れ
な
い

「
徹
底
し
た
立
派
な
リ
ア
リ
ス
ト
」
で
あ
り
、
ま
た
「
現
実
偏
重
の
た

め
に
陥
る
」「
傲
慢
の
濁
り
」
か
ら
も
潔
白
で
あ
る
と
い
う
、
二
重
の

「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
か
ら
遠
い
点
を
取
り
上
げ
、
賞
讃
し
て
い

る
。し

か
し
、『
和
解
』
発
表
後
、
即
ち
、
大
正
八
年
前
後
の
志
賀
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
彼
が
「
調
和
」
か
ら
来
る
「
引
込
思
案
」
、
一
種
の

「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
陥
り
か
け
て
い
る
事
に
対
し
て
懸
念
を

示
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
つ
と
重
大
な
事
は
そ
の
警
戒
の
は
り

つ
め
ら
れ
て
ゐ
る
結
果
、
氏
が
生
活
的
に
も
、
又
作
品
の
上
で
も
、

ひ
と
頃
よ
り
は
、
次
第
に
引
込
み
思
案
に
な
つ
て
来
た
の
で
な
い

か
と
い
ふ
不
安
を
抱
か
せ
る
事
で
あ
る
。（
中
略
）
実
際
、
今
や

氏
の
見
た
い
と
望
む
も
の
は
、
さ
う
い
ふ
も
の
と
は
全
然
反
対
の

も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
醜
で
な
く
て
美
、
不
調
和
で
な
く
て
調
和
、

不
自
然
で
な
く
て
自
然
、
戦
で
な
く
て
平
和
、
動
で
な
く
て
静
…

…
そ
し
て
こ
の
要
求
か
ら
、
氏
に
は
一
種
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
、
複
雑
を
通
り
越
し
て
単
純
を
求
め
る
一
種
独
得
の
志
賀
氏
の

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
沸
い
て
来
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
広
津
は
、
こ
の
時
期
の

志
賀
を
「
悔
」
の
小
島
と
同
様
、
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
へ
と

「
逃
げ
」
た
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
懸
念
に
対
し
、
志
賀
は
『
文
藝
春
秋
』（
大
正
一
五
年
一
月
）

に
発
表
さ
れ
た
「
革
文
函
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
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反
応
を
示
し
て
い
る
。

広
津
君
が
私
の
も
の
に
持
つ
不
満
は
大
体
自
分
で
も
同
感
だ
。

然
し
余
り
度
々
云
は
れ
る
と
、
広
津
君
が
か
く
あ
れ
と
望
ん
で
く

れ
る
や
う
に
は
な
り
た
く
な
い
も
の
だ
と
云
ふ
気
に
な
る
。
ひ
い

き
作
者
な
る
が
故
に
望
む
や
う
云
は
れ
る
と
、
尚
さ
う
い
ふ
気
に

な
る
（

）
。

38

広
津
は
そ
の
直
後
に
「
志
賀
君
に
、
そ
の
他
」（
）

の
中
で
、
そ
れ

39

ま
で
の
「
七
八
年
間
あ
ゝ
云
う
註
文
を
」
度
々
し
て
き
た
こ
と
を
認
め

な
が
ら
も
、
自
分
の
懸
念
を
志
賀
が
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
る
。
両
作
家
の
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
か
ら
も
広
津
が
大
正
八
年

以
降
、
同
様
の
内
容
に
つ
い
て
評
論
、
座
談
会
な
ど
で
執
念
的
な
ま
で

に
志
賀
の
「
調
和
」
「
一
種
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
作
風
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
広
津
の
志
賀
に
お
け
る
「
セ
ン
チ
メ

ン
タ
リ
ズ
ム
」
へ
の
牽
制
は
大
正
六
年
『
和
解
』
発
表
後
の
「
沈
黙
」

に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
悔
」
の
発
表
時
期
や
創
作
時
期

が
「
志
賀
直
哉
論
」
の
構
想
、
発
表
の
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
鑑
み
れ

ば
、
「
悔
」
に
お
け
る
小
島
の
「
物
語
」
が
、
志
賀
の
「
セ
ン
チ
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
」
の
排
斥
を
唱
え
た
「
志
賀
直
哉
論
」
と
同
様
の
問
題
意
識

を
含
ん
で
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
悔
」

は
一
人
の
男
性
の
不
運
な
恋
愛
を
語
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
を

生
き
た
作
家
の
「
逃
げ
」
に
対
す
る
「
悔
い
」
の
念
を
込
め
た
も
の
と

し
て
読
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
広
津
和
郎
の
大
正
期
に
お
け
る
志
賀
直
哉
受
容
は
、
志

賀
の
作
家
と
し
て
の
人
物
像
自
体
を
自
身
の
作
品
の
中
に
織
り
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、「
志
賀
直
哉
論
」
に
お
け
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

の
排
斥
」
と
い
う
軸
を
補
い
、
ま
た
反
対
に
「
志
賀
直
哉
論
」
を
以
っ

て
自
作
の
人
物
像
を
補
う
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
（

）
『
奇
蹟
』
の
同
人
に
つ
い
て
、
瀬
沼
茂
樹
は
、
『
広
津
和
郎
・
宇
野
浩

1二
集
』
（
講
談
社
、
昭
和
三
九
年
四
月
）
の
「
広
津
和
郎
・
宇
野
浩
二
入

門
」
の
中
で
、「
普
通
、
新
早
稲
田
派
は
自
然
主
義
の
末
流
と
文
学
史
の
上

で
い
わ
れ
て
お
り
、
白
鳥
や
四
迷
や
抱
月
の
感
化
を
う
け
、
チ
ェ
ホ
フ
な

ど
の
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
文
学
の
影
響
に
よ
つ
て
、
和
郎
も
ま
た
文
学

的
出
発
を
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
橋
本
雄
二
も
ま
た
、
「
広
津
和
郎

論

―
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
性
格
破
産
者
に
つ
い
て

―
」
（
『
論
究
日

本
文
学

第
二
五
巻
』、
立
命
館
大
学
、
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
）
の
中
で
、

「
広
津
和
郎
は
二
葉
亭
や
白
鳥
の
む
こ
う
に
あ
る
十
九
世
紀
末
の
ロ
シ
ア

文
学
に
多
大
の
影
響
を
受
け
て
」
お
り
、
そ
れ
は
「
そ
の
ま
ま
広
津
和
郎

自
身
の
将
来
の
文
学
的
活
動
の
路
線
を
暗
示
」
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。

（

）
講
談
社
、
昭
和
三
九
年
四
月

2
（

）
井
爪
彩
子
「
広
津
和
郎
初
期
作
品
に
見
る
「
誠
実
な
」
男

―
モ
ラ

3
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ル
の
内
実

―
」（
『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集

第
七
巻
』、
学
習
院
大

学
、
平
成
一
〇
年
九
月
）

（

）
「
『
奇
蹟
』
時
代
の
葛
西
善
蔵
と
広
津
和
郎
」
、
『
甲
南
大
学
紀
要
・
文

4学
編

第
六
四
巻
』、
甲
南
大
学
、
昭
和
六
一
年

（

）『
新
潮
』、
大
正
八
年
四
月

5
（

）
勝
山
功
は
、
「
広
津
和
郎

―
大
正
期
を
中
心
に

―
」（
『
大
正
・
私

6小
説
研
究
』
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
五
年
九
月
）
の
中
で
、
「
一
体
広
津
の

作
品
の
中
で
問
題
に
な
る
の
は
、
大
正
六
年
か
ら
八
、
九
年
に
か
け
て
の
、

彼
が
最
も
充
実
し
た
文
学
活
動
を
展
開
し
た
時
期
の
作
品
で
あ
」
る
と
し
、

「
大
正
十
年
以
降
の
作
品
と
い
う
の
は
、
あ
の
、
暗
い
結
婚
生
活
に
取
材

し
た
一
連
の
私
小
説
作
品
の
焼
直
し
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
男
女
の
心
の
機

微
を
少
し
ば
か
り
の
皮
肉
と
笑
い
で
も
っ
て
描
い
た
も
の
」
が
大
部
分
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（

）
宮
島
新
三
郎
「
新
年
文
壇
の
印
象
（
五
）
」
（
『
国
民
新
聞
』
、
大
正
八

7年
一
月
一
〇
日
）

（

）
宮
島
新
三
郎
、
前
掲
論

8
（

）
中
村
星
湖
「
四
月
の
小
説
」（
『
太
陽
』、
大
正
八
年
五
月
一
日
）

9
（

）
宮
島
新
三
郎
「
大
正
八
年
度
文
壇
の
回
顧
」（
『
サ
ン
エ
ス
』、
大
正
八

10年
一
二
月
一
日
）

（

）
片
上
伸
「
文
芸
時
評
」（
『
大
観
』、
大
正
八
年
二
月
一
日
）

11
（

）
江
口
渙
「
最
近
文
壇
の
印
象

―
盲
目
的
な
附
和
雷
同
（
上
）
」（
『
時

12事
新
報
』、
大
正
八
年
一
月
三
一
日
）

（

）
『
日
本
近
代
文
学

第
五
二
巻
』
、
日
本
近
代
文
学
会
、
平
成
七
年
五

13

月
（

）
本
間
久
雄
「
月
評
特
別
号
だ
け

―
『
波
の
上
』
と
『
憐
れ
な

14男
』

―
（
二
）」（
『
時
事
新
報
』、
大
正
八
年
四
月
六
日
）

（

）
本
間
久
雄
「
四
月
の
文
壇
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
、
大
正
八
年
五
月
一

15日
）

（

）
細
田
源
吉
「
一
瞥
し
た
四
月
の
作
品
」（
『
文
章
世
界
』、
大
正
八
年
五

16月
一
日
）

（

）
江
口
渙
、
前
掲
論

17
（

）
相
馬
文
子
「
広
津
和
郎
」
項
（
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
、
日
本
近

18代
文
学
館
編
、

講
談
社
、
昭
和
五
九
年
一
〇
月
）

（

）
井
爪
彩
子
、
前
掲
論

19
（

）
広
津
和
郎
「
読
ん
だ
も
の
か
ら
（
文
芸
時
評
）
」
（
『
雄
弁
』
、
大
正
八

20年
二
月
一
日
）

（

）『
新
潮
』、
大
正
八
年
四
月

21
（

）『
新
潮
』、
大
正
六
年
一
一
月

22
（

）
勝
山
功
、
前
掲
論

23
（

）「
や
も
り
」「
師
崎
行
」「
波
の
上
」
の
三
作
に
つ
い
て
、
前
芝
憲
一
は
、

24「
広
津
和
郎
『
や
も
り
』
の
世
界
」（
『
立
命
館
文
学
』、
立
命
館
大
学
人
文

学
会
、
平
成
一
八
年
二
月
）
に
お
い
て
、「
こ
の
三
作
は
い
う
な
ら
、
愛
な

き
結
婚
三
部
作
と
呼
ん
で
も
よ
く
、
作
家
広
津
和
郎
の
『
私
小
説
』『
心
境

小
説
』
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
橋
本
も
ま
た
前
掲

論
に
お
い
て
、「
き
わ
め
て
当
時
の
広
津
和
郎
に
接
近
し
て
い
る
も
の
と
し

て
」「
こ
の
三
部
作
は
い
ず
れ
も
愛
の
な
い
女
と
不
用
意
に
結
婚
し
た
男
の
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結
婚
生
活
の
苦
悶
を
書
い
た
陰
気
な
じ
め
じ
め
し
た
世
界
の
記
録
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（

）
坂
本
育
雄
「
広
津
和
郎
と
『
洪
水
以
後
』」（
『
三
田
國
文

第
八
巻
』、

25昭
和
六
二
年
一
二
月
）

（

）
前
田
晃
「
新
春
劈
頭
の
月
評

―
有
嶋
（
生
）
、
志
賀
、
生
方
の
三

26氏

―
（

）」（
『
時
事
新
報
』、
大
正
八
年
一
月
二
六
日
）

9

（

）
宮
島
新
三
郎
「
新
年
文
壇
の
印
象
（
五
）」

27
（

）
畑
耕
一
「
新
春
の
文
壇
（
五
）
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
、
大
正
八
年
一

28月
一
四
日
）

（

）
加
能
作
次
郎
「
文
壇
小
景
」（
『
文
章
世
界
』、
大
正
八
年
二
月
一
日
）

29
（

）
同
時
期
の
広
津
作
品
に
お
け
る
父
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
個
所
を
見
て

30み
る
と
、
「
本
村
町
の
家
」
（
『
文
章
世
界
』
、
大
正
六
年
一
一
月
）
の
「
私

は
父
と
対
座
し
て
る
の
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
」
、
「
静
か
な
春
」
（
『
新
日

本
』、
大
正
七
年
二
月
）
の
「
だ
が
、
私
に
は
父
が
あ
っ
た
。
私
は
何
も
の

を
も
捨
て
て
顧
み
な
い
絶
望
の
気
持
の
爆
発
し
か
け
る
時
で
も
、
父
に
対

す
る
愛
情
、
父
に
対
す
る
尊
敬
は
、
そ
し
て
父
の
病
に
対
す
る
心
配
は
、

一
刻
と
し
て
私
を
離
れ
な
か
っ
た
。
さ
う
だ
、
そ
れ
が
私
を
救
っ
た
の

だ
」
、「
黄
昏
」（
『
改
造
』、
大
正
一
五
年
九
月
）
の
「
こ
の
父
と
だ
け
だ
っ

た
ら
、
ど
ん
な
澄
み
切
っ
た
生
活
が
出
来
る
だ
ら
う
、
と
い
ふ
や
う
な
事

が
考
へ
ら
れ
た
」
な
ど
が
あ
る
。

（

）『
文
章
世
界
』、
大
正
八
年
四
月

31
（

）
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
合
評
「
志
賀
直
哉
氏
の
『
和
解
』
（
黒
潮
）
」
、
『
文

32章
世
界
』、
大
正
六
年
一
一
月

（

）
「
不
調
和
」
と
い
う
単
語
が
一
回
、
「
不
幸
」
と
い
う
単
語
が
二
回
登

33場
す
る
他
に
、「
不
快
」「
不
愉
快
」
は
二
〇
回
、「
神
経
」
は
一
二
回
に
わ

た
っ
て
、
非
常
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に

類
す
る
単
語
と
し
て
、「
反
感
」
と
「
不
安
」
が
九
回
ず
つ
確
認
さ
れ
る
。

（

）
『
日
本
文
学

第
四
九
巻
』
、
日
本
文
学
協
会
、
平
成
一
二
年
一
一
月

34
（

）
橋
本
雄
二
、
前
掲
論

35
（

）『
読
売
新
聞
』、
大
正
七
年
四
月
～
七
月

36
（

）「
二
人
の
不
幸
者

序
」、
大
正
七
年
一
〇
月

37
（

）『
志
賀
直
哉
全
集

第
五
巻
』、
岩
波
書
店
、
平
成
一
一
年

38
（

）『
文
芸
春
秋
』、
大
正
一
五
年
二
月

39

（
ゆ
ん
み
ら
／
本
学
博
士
後
期
課
程
）


